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ま
ず
は
一
言
、
三
学
年
部
の
職
員
と
し

て
、
ま
た
、
先
月
行
わ
れ
た
「
三
年
生
を
激
励

す
る
会
」
の
係
と
し
て
生
徒
の
皆
さ
ん
に
お

礼
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。
当
日
の
全
校
生
徒

の
立
派
な
鑑
賞
態
度
は
も
ち
ろ
ん
、
三
激
会

に
向
け
て
早
く
か
ら
準
備
に
あ
た
っ
て
く

れ
た
生
徒
会
執
行
委
員
、
三
激
歌
の
模
範
合

唱
を
示
し
て
く
れ
た
音
楽
部
、
進
行
を
し
て

く
れ
た
放
送
部
、
そ
し
て
、
三
年
生
に
向
け

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
た
一
、
二
年

生
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
今
年
は
創
立
百
二
十
周
年
の

節
目
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
三
激
会
の
テ
ー

マ
曲
「
風
に
な
れ
」
を
歌
う
と
い
う
企
画
を

実
施
し
て
み
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
難
し
い

曲
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
練
習
時
間
も
短

か
っ
た
た
め
に
、
本
番
二
日
前
の
生
徒
集
会

で
も
ほ
と
ん
ど
声
が
出
て
い
な
か
っ
た
と

聞
き
、
正
直
に
言
う
と
皆
さ
ん
に
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。
し
か
し
、
本
番

   

学
は
「
楽
」
な
り
！

　

　

 

　
　
前
期
生
徒
会
　
体
育
局
局
長

  

　　  
　

生
徒
会
長
選
挙
に
お
い
て
現
職
の
松
下
源
さ

ん
が
投
票
に
よ
る
信
任
を
得
て
前
期
に
引
き
続

き
生
徒
会
長
に
就
任
し
、
平
成
26
年
度
後
期
生

徒
会
が
発
足
し
た
。
新
役
員
は
次
の
と
お
り

会　

長　
　
　
　

松
下　
　

源
（
22
Ｒ
）

副
会
長 

 

　
　
　

吉
元　

彩
乃
（
27
Ｒ
）

副
会
長　
　
　
　

村
谷　
　

薫
（
１6
Ｒ
） 

体
育
局
長　
　
　

田
中　

大
智
（
24
Ｒ
）

体
育
局
補
佐　
　

白
男
川
潤
一
（
2４
Ｒ
）

　
　

〃　
　
　
　

坂
上　

義
実
（
21
Ｒ
）

文
化
局
長　
　
　

谷
口　

宗
軌
（
2２
Ｒ
）

書
記
総
括　
　
　

樺
山　

資
之
（
24
Ｒ
）

書
記　
　
　
　
　

中
園　

ま
ゆ
（
2３
Ｒ
）

　
　

〃　
　
　
　

竹
隈　

亮
太
（
26
Ｒ
）

会
計
総
括　
　
　

田
平　

香
奈
（
21
Ｒ
）

　
　

〃　
　
　
　

國
吉　

真
咲
（
11
Ｒ
）

　
　

〃　
　
　
　

福
元　

理
子
（
１１
Ｒ
）

一
学
年
代
表　
　

盛
満　

眞
一
（
１２
Ｒ
）

二
学
年
代
表　
　

橋
本　

智
也
（
2５
Ｒ
）

三
学
年
代
表　
　

住
吉　

康
大
（
３１
Ｒ
）

で
は
大
き
な
声
で
し
っ
か
り
と
歌
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ホ
ー
ル
内
に
響
く
合
唱
に
合
わ
せ

て
、
ス
テ
ー
ジ
横
の
放
送
室
で
も
放
送
部
の

生
徒
た
ち
が
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
っ
て
い

る
姿
に
、
涙
が
出
そ
う
な
く
ら
い
感
動
し
、
改

め
て
、
鶴
丸
に
流
れ
る
良
き
伝
統
を
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
普
段
の
学
習
を
進
め
る

中
で
、「
今
学
ん
で
い
る
こ
と
は
、
将
来
何
の

役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
か
」「
自
分
は
一
体
何
の

た
め
に
学
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と

考
え
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
校
生

と
い
う
多
感
な
時
期
に
多
く
の
疑
問
を
持
つ

の
は
当
然
で
す
し
、
自
分
の
少
年
時
代
を
振

り
返
っ
て
み
て
も
、
同
じ
よ
う
な
疑
問
を
抱

い
た
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
人
の
た
め
に
、

私
が
鶴
丸
に
赴
任
し
た
年
に
三
年
生
だ
っ
た

生
徒
で
、
現
在
、
日
本
有
数
の
大
企
業
に
勤
め

て
い
る
、
あ
る
卒
業
生
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

彼
が
大
学
に
進
学
し
て
数
年
後
に
再
会
し
た

際
に
、
高
校
卒
業
後
も
、
毎
年
前
期
試
験
が
終

わ
る
と
そ
の
年
に
出
題
さ
れ
た
問
題
は
必
ず

解
い
て
い
る
と
い
う
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
大
学
で
研
究
し
て
い
る
問

題
に
は
絶
対
的
な
答
え
は
無
い
の
で
、
本
当

に
こ
れ
で
正
解
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
不

安
に
な
っ
て
し
ま
う
の
に
対
し
て
、
大
学
受

験
問
題
は
、
解
き
方
や
表
現
の
仕
方
は
さ
ま

ざ
ま
に
存
在
し
て
い
て
も
、
必
ず
正
解
が
存

在
す
る
の
で
、
そ
の
正
解
に
辿
り
着
け
た
時

に
達
成
感
を
感
じ
、
安
心
で
き
て
嬉
し
い
の

だ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
う
実

感
で
き
る
自
分
の
力
、
す
な
わ
ち
受
験
勉
強

を
通
し
て
身
に
付
け
た
力
を
衰
え
さ
せ
た
く

な
い
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
真
の
受
験
勉
強

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
教
え
ら
れ
た
気
が

し
ま
し
た
。
受
験
勉
強
と
は
、
大
学
に
合
格
す

る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
間
社
会
に
お
け
る
諸
問
題
に
は
、

こ
う
す
れ
ば
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
っ
た
絶
対
的
な
解
決
法
が
存
在

す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
正
解
が
無

い
か
ら
と
諦
め
て
し
ま
う
と
こ
ろ
か
ら
は
何

も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
最
善
の
解
決
法
と
は
、
物

事
を
多
種
多
様
な
視
点
か
ら
考
え
、
試
行
錯
誤

し
て
行
く
こ
と
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
物
事
を
多
角
的
に
考
え
る
上
で

の
土
台
に
あ
た
る
の
が
、
高
校
ま
で
の
学
習
内

容
で
す
。こ
の
時
期
に
、
多
く
の
問
題
を
自
力

で
解
い
て
き
た
、
自
力
で
解
こ
う
と
し
て
き
た

と
い
う
達
成
感
が
や
が
て
強
固
な
自
信
と
な

り
、
社
会
を
逞
し
く
生
き
る
支
え
と
な
る
の
で

す
。

 

「
学
は
『
楽
』
な
り
！
」
日
々
の
学
び
を
楽
し
も

う
。

　

10

月

29

日

（
水
）
宝
山
ホ
ー

ル
に
お
い
て
三
年

生
を
激
励
す
る
会

が
行
わ
れ
た
。
第

一
部
で
は
、
卒
業

生
も
含
め
た
木
管

五
重
奏
の
演
奏
、

第
二
部
で
は
卒
業

生
が
演
出
し
た
椋

鳩
十
原
作
の
朗
読

劇

が

上

演

さ

れ

た
。
日
々
進
路
実

現
に
向
か
っ
て
過
ご
す
三
年
生
た
ち
は
、
下
級

生
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
、
芸
術
に
触
れ
る

ひ
と
時
を
満

喫

し

て

い

た
。
ま
た
、

数
年
ぶ
り
に

全
校
生
徒
に

よ
る
会
歌
の

合

唱

も

あ

り
、
会
場
は

高
ら
か
な
歌

声
と
と
も
に

一
体
感
に
包

ま
れ
た
。

　　

10
月
1１
日
（
土
）
本
校
を
会
場
と
し
て
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
創
立
百
二
十
年
を
記

念
し
た
文
化
祭
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
紐
解
く

我
等
の
軌
跡
～
時
を
超
え
た
想
い　

共
鳴
す

る
と
き
～
」
〈
考
案
者　

松
元
香
澄
さ
ん

（
26
Ｒ
）
・
馬
場
夏
輝
さ
ん
（
１７
Ｒ
）
〉
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
鶴
丸
の
文
化
の
華
を
咲
か

せ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
、
放
送
部
恒
例
の

「
か
ら
い
も
標
準
講
座
」
を
上
演
。
職
員
や

部
活
動
生
の
迷
答
や
珍
回
答
に
会
場
は
大
い

に
沸
い
た
。
21
Ｒ
と
26
Ｒ
の
演
劇
で
は

「
今
」
を
精
一
杯
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ

を
訴
え
る

内
容
や
、

日
常
生
活

の
中
で
の

悩
み
や
不

安
を
解
決

し
て
い
こ

う
と
す
る

意
欲
を
熱

演
し
、
さ

ら
に
は
歌

や

ダ

ン

ス
、
楽
器

演
奏
で
盛

り

上

げ

た
。

　

1
0
月
1
1
日
（
土
）
本
校
を
会
場
と
し

て
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
本
年
度
は
創
立

1
2
5
年
を
記
念
し
た
文
化
祭
で
あ
る
こ
と

か
ら
「
紐
解
く　

我
等
の
軌
跡
～
時
を
超
え

た
想
い　

共
鳴
す
る
と
き
～
」
（
考
案
者　

松
元
香
澄
さ
ん
（
2
6
Ｒ
）
・
馬
場
夏
輝
さ

ん
（
1
7
Ｒ
）
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ス
テ

ー
ジ
部
門
展
示
部
門
に
わ
た
り
、
鶴
丸
の
文

化
の
華
を
咲
か
せ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
、
放
送
部
の
恒
例
の

「
か
ら
い
も
標
準
講
座
」
を
上
演
。
職
員
や

部
活
動
生
の
名
答
や
珍
回
答
に
会
場
は
大
い

に
沸
い
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
で
に
入
賞
し
た
の
○
○
さ
ん
（
2
2
Ｒ
）

に
よ
る
朗
読
の
実
演
も
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
2
1
Ｒ
と
2
2
Ｒ
の
演
劇
が
上
演

さ
れ
た
。
台
本
の
執
筆
か
ら
演
出
、
全
て
が

生
徒
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
百
二
十
五
周
年

記
念
開
催
に
な
ぞ
ら
え
、
現
在
・
過
去
・
未

来
を
と
お
し
て
「
今
」
を
高
校
生
の
立
場
か

ら
訴
え
る
内
容
や
、
日
常
生
活
の
中
で
の
悩

み
や
不
安
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲

さ
ら
に
歌
や
ダ
ン
ス
、
演
奏
で
盛
り
上
げ

た
。

　

音
楽
部
は
素

晴
ら
し
い
歌
声

を
、
ダ
ン
ス
部

は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
技
量
の
高

い
パ
フ
ィ
ー
マ

ン

ス

を

披

露

し
、
会
場
を
沸

か
せ
た
。

　

書
道
部
は
迫

力
あ
る
「
書
」

を
次
々
に
披
露

し
、
演
劇
部
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
台
本
に
よ

る
演
劇
で
、
舞
台
の
面
白
さ
を
十
分
に
堪
能

さ
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
他
、
特
別
参
加
団
体

や
幕
間
と
し
て
参
加
し
た
団
体
も
、
個
性
と

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
演
奏
や
演
技
で
、
終
日

体
育
館
内
は
熱
気
に
満
ち
て
い
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
の
最
後
は
吹
奏
楽
部
の
ス

テ
ー
ジ
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
曲
目
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
見
事
に

飾
っ
た
。
会
場
は
立
ち
見
が
多
く
出
る
ほ
ど

の
盛
況
で
、
後
方
の
観
客
は
設
置
さ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
を
映
し
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
画
面

で
、
生
徒
た
ち
の
熱
演
を
鑑
賞
し
て
い
た
。

　

生
徒
館
他
で

は
各
ク
ラ
ス
や

文
化
系
部
活
動

の
展
示
が
披
露

さ
れ
た
。
ク
ラ

ス
展
示
で
は
、

一
学
年
は
共
通

テ
ー
マ
「
百
二

十
年
の
歴
史
と
伝

統

を

ふ

り

か

え

る

」

の

下

、

現

在
・
過
去
・
未
来

の
様
々
な
視
点
か

ら
鶴
丸
高
校
を
見

つ
め
る
企
画
展
示

で
意
趣
に
富
ん
だ

も
の
と
な
っ
た
。

励
ま
す
者
励
ま
さ
れ
る
者
と
が

と
も
に
文
化
の
薫
り
を
楽
し
む

　
　
　
　
　

ー
三
年
生
を
激
励
す
る
会
ー

　
　
　

魅
力
あ
る
生
徒
会
を
目
指
し
て

　
　

ー
平
成
26
年
度
後
期
生
徒
会
発
足
ー

　
　
　

展示部門１２Ｒのジオラマ「鶴丸高校」
　

1
0
月
1
1
日
（
土
）
本
校
を
会
場
と
し
て

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
本
年
度
は
創
立

1
2
5
年
を
記
念
し
た
文
化
祭
で
あ
る
こ
と
か

ら
「
紐
解
く　

我
等
の
軌
跡
～
時
を
超
え
た
想

い　

共
鳴
す
る
と
き
～
」
（
考
案
者　

松
元
香

澄
さ
ん
（
2
6
Ｒ
）
・
馬
場
夏
輝
さ
ん
（
1
7

Ｒ
）
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
展

示
部
門
に
わ
た
り
、
鶴
丸
の
文
化
の
華
を
咲
か

せ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
、
放
送
部
の
恒
例
の

「
か
ら
い
も
標
準
講
座
」
を
上
演
。
職
員
や
部

活
動
生
の
名
答
や
珍
回
答
に
会
場
は
大
い
に
沸

い
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
で
に

入
賞
し
た
の
○
○
さ
ん
（
2
2
Ｒ
）
に
よ
る
朗

読
の
実
演
も
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
2
1
Ｒ
と
2
2
Ｒ
の
演
劇
が
上
演
さ

れ
た
。
台
本
の
執
筆
か
ら
演
出
、
全
て
が
生
徒

の
手
に
よ
る
も
の
で
、
百
二
十
五
周
年
記
念
開

催
に
な
ぞ
ら
え
、
現
在
・
過
去
・
未
来
を
と
お

し
て
「
今
」
を
高
校
生
の
立
場
か
ら
訴
え
る
内

容
や
、
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
不
安
を
解

決
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
、
一
生
懸
命
演

技
し
、
さ
ら
に
歌
や
ダ
ン
ス
、
楽
器
演
奏
で
盛

り
上
げ
た
。

音
楽
部
は
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
、
ダ
ン
ス
部
は

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
技
量
の
高
い
パ
フ
ィ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。

　

書
道
部
は
迫
力
あ
る
「
書
」
を
次
々
に
披
露

し
、
演
劇
部
は
、
一
年
生
部
員
に
よ
る
幕
間
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
台
本
に
よ
る
演
劇
で
、
舞
台
の

面
白
さ
を
十
分
に
堪
能
で
き
た
。

　

そ
の
他
、
特
別
参
加
団
体
や
幕
間
と
し
て
参

加
し
た
団
体
も
、
個
性
と
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る

演
奏
や
演
技
で
、
終
日
体
育
館
内
は
熱
気
に
満

ち
て
い
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
の
最
後
は
吹
奏
楽
部
の
ス
テ

ー
ジ
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
曲
目
と
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
見
事
に
飾
っ

た
。

　

会
場
は
立
ち
見
が
多
く
出
る
ほ
ど
の
盛
況

で
、
後
方
の
観
客
は
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
を

映
し
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
の
画
面
で
、
生
徒
た

ち
の
熱
演
を
鑑
賞
し
て
い
た
。

　

生
徒
館
他
で
は
各
ク
ラ
ス
や
文
化
系
部
活
動

の
展
示
が
披
露
さ
れ
た
。
ク
ラ
ス
展
示
で
は
、

一
学
年
は
共
通
の
テ
ー
マ
「
百
二
十
年
の
歴
史

と
伝
統
を
ふ
り
か
え
る
」
の
下
、
現
在
・
過

去
・
未
来
の
様
々
な
視
点
か
ら
鶴
丸
高
校
を
見

つ
め
る

企
画
展
示
で
、
詳
細
な
取
材
に
基
づ
い
た
記
事

や
制
作
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
が
連
な
り
、
意
趣

に
富
ん
だ
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
学
年
で

は
ク
ラ
ス
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
掲
示
の
他
、
映
像
作
品

も
上
映
す
る
な
ど
、
創
意
工
夫
の
凝
っ
た
展
示

と
な
っ
て
い
て
、
多
く
の
来
場
者
が
熱
心
に
見

入
っ
て
い
た
。　

展示部門２３Ｒの和歌の紹介

　

さ
ら
に
二
学
年
で
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
掲

示
の
他
、
映
像
作
品
も
上
映
す
る
な
ど
、
創
意

工
夫
の
凝
っ
た
展
示
と
な
っ
て
い
て
、
多
く
の

来
場
者
が
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。　

百
二
十
年
の
文
化
が
花
咲
く
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1 月
卒業考査(１日目）

2 火

3 水
卒業考査(３日目）
中間考査(２日目）

4 木
卒業考査(４日目）
中間考査(３日目）

5 金 月曜の授業

6 ㊏ 悠学講座⑦

7 ㊐

8 月 1・２年クラスマッチ

9 火
学年朝会
学校安全の日

10 水
職員研修
40分７限授業

11 木 　

12 金 ビブリオバトル

13 ㊏

14 ㊐ 郷中ゼミ（２年）

15 月
全校朝会
第６回職員会議

16 火

17 水

18 木

19 金

20 ㊏ 悠学講座⑧

21 ㊐

22 月 学年朝会

23 ㊋ 天皇誕生日

24 水
センター壮行会　　大掃除
実力考査時間割発表

25 木 冬季悠学講座

26 金 冬季悠学講座

27 ㊏ ３年センタープレ

28 ㊐ ３年センタープレ

29 月

30 火

31 水

冬
季
休
業
日

通
学
マ
ナ
ー

指
導

卒業考査(２日目）
中間考査(１日目）


